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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
お
健
や
か
に
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
お
忙
し
い
中
、
厚

生
部
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
私
の
母
の
葬
儀
の
際
に

は
、
た
く
さ
ん
の
皆
様
方
に
ご

焼
香
た
ま
わ
り
、
ま
こ
と
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

さ
て
、
昨
年
も
秋
以
降
か

ら
、
職
人
不
足
気
味
で
す
が
、

施
工
単
価
も
落
ち
つ
き
、
受
注

の
ほ
う
も
安
定
し
て
、
見
込
め

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

春
以
降
も
、
受
注
価
格
が
低

下
す
る
事
な
く
安
定
す
る
よ
う

に
し
た
い
も
の
で
す
。

本
年
も
厚
生
部
で
は
、
保
険

の
加
入
拡
大
、
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
企
画

を
す
す
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
秋
に
は
、
一
泊
で
温
泉

保
養
を
兼
ね
て
の
旅
行
に
し
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

終
り
に
、
皆
様
方
の
ご
活
躍

と
、
ご
多
幸
を
祈
念
し
、
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
七
年
後
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
も
決
ま
り
、

大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
、
建
築
工

事
も
大
い
に
増
え
る
と
思
い
ま

す
が
、
職
人
の
数
も
絶
対
不
足

す
る
と
思
い
ま
す
、
そ
れ
に

は
、
単
価
を
上
げ
て
職
人
を
養

成
す
る
し
か
お
り
ま
せ
ん
。

外
人
さ
ん
を
頼
り
に
し
て
い

て
は
、
駄
目
で
す
。
若
い
人
を

ど
う
す
れ
ば
養
成
出
来
る
か
を

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
業
界
を

良
く
す
れ
ば
若
い
人
の
残
留
も

増
え
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
は
、
高
齢
化
も
進
ん
で
年
寄

り
ば
か
り
に
な
り
ま
す
。
早
く

手
を
打
た
な
け
れ
ば
だ
め
で

す
。皆

で
努
力
し
て
、
若
い
人
を

養
成
し
て
生
き
残
り
ま
し
ょ

う
。今

年
も
組
合
員
の
数
を
減
ら

さ
な
い
よ
う
に
又
、
増
や
す
よ

う
頑
張
り
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

謹
ん
で
、
新
年
の
御
祝
詞
を

申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
に
は
、

つ
つ
が
な
く
新
し
い
年
を
お
迎

え
の
事
と
、
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

永
く
厳
し
い
時
代
が
続
き
ま

し
た
が
、
昨
年
は
よ
う
や
く
政

治
経
済
に
高
揚
感
が
生
ま
れ
、

そ
の
中
で
タ
イ
ル
業
界
に
も
、

小
さ
な
灯
り
が
見
え
て
き
た
よ

う
に
も
思
え
ま
す
。

し
か
し
年
末
に
は
政
治
の
不

安
定
要
素
が
露
呈
し
、
新
し
い

年
に
は
消
費
増
税
も
あ
り
、
先

行
き
に
暗
い
影
も
見
え
ま
す
。

タ
イ
ル
業
界
に
限
ら
ず
、
建

築
業
界
全
体
で
技
能
者
の
不
足

が
顕
著
に
な
っ
て
お
り
、
職
人

の
囲
い
込
み
や
人
材
不
足
に
よ

る
工
期
の
遅
れ
も
見
ら
れ
ま
し

た
。と

も
か
く
将
来
に
夢
を
つ
な

い
で
い
け
る
よ
う
、
組
合
員
が

一
致
協
力
し
て
助
け
合
え
る
よ

う
に
、
『
東
タ
連
協
報
』
を
通

じ
て
情
報
交
流
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

新
し
い
一
年
が
、
組
合
員
の

皆
様
の
益
々
の
発
展
に
つ
な
が

り
ま
す
よ
う
に
お
祈
り
し
て
、

新
年
の
御
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

『
東
タ
煉
協
報
』で

情
報
交
流
を

会
員
を
減
ら
さ
な
い
努
力
を
！

最
適
な
資
材
の
ご
提
案
を
！

厚
生
部
で
は

い
ろ
い
ろ
な
企
画
を

広
報
部
長

長
岐

誠
一

資
材
部
長

堀
越

孝
志

厚
生
部
長

山
下

大
樹
郎

組
織
部
長

井
上

雄
治

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
格
別
の
御
厚
情
な
ら

び
に
資
材
部
の
資
材
購
入
に
ご

協
力
賜
り
ま
し
て
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
資
材
部
で
は
、
組
合

員
皆
様
に
ご
満
足
頂
け
る
サ
ー

ビ
ス
や
情
報
提
供
を
心
が
け
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
何

と
ぞ
昨
年
同
様
の
ご
愛
顧
を
賜

わ
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

近
年
多
種
多
様
な
資
材
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
調
達
や

皆
様
の
ご
要
望
を
実
現
す
る
た

め
に
、
最
適
な
資
材
の
ご
提
案

も
し
て
い
き
ま
す
の
で
何
な
り

と
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
そ
し
て

当
組
合
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も

立
ち
上
げ
て
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

我
々
の
業
界
も
東
日
本
大
震

災
の
復
興
工
事
の
急
増
や
、
２

０
２
０
年
の
東
京
五
輪
開
催
に

向
け
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
進
み

に
よ
り
、
人
手
不
足
が
深
刻
な

問
題
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
人
材
の
確
保
は
難
し
い

で
し
ょ
う
が
、
当
組
合
の
方
針

で
あ
る
相
互
扶
助
の
精
神
で
組

合
員
同
士
が
互
い
に
助
け
合
い

乗
り
切
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

本
年
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

合
同
会
議
は
平
成
２５
年
１１
月

月
１３
日
（
水
）
に
組
合
会
議
室

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
（
以

下
、
敬
称
略
）

【
出
席
者
】﹇
顧
問
﹈
葭
原
、
渡

邉
﹇
理
事
﹈
矢
部
、
瀧
山
、
葭

原
、
渡

邉
（
尚
）、長

岐
、
山

下
、
堀
越
、
狩
野
、
伊
藤
、
渡

部
、
澄
川
、
土
屋
、
小
林
﹇
支

部
長
﹈
綾
井
、
中
川
、
松
本
、

加
藤
、
宮
崎
（
和
）、佐
藤

【
欠
席
者
】﹇
理
事
﹈
井
口
、
井

上
、
桑
原
、
西
川
﹇
支
部
長
﹈

斗
澤
、
古
澤

・
理
事
長
挨
拶

「
本
年
最
後
の
合
同
会
議
で

す
。
後
程
、
葭
原
顧
問
も
出
席

さ
れ
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら

忙
し
く
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
の

で
、
組
合
内
部
と
し
て
協
力
し

て
助
け
合
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
技
能
五
輪
に

組
合
と
し
て
初
め
て
２
名
参
加

さ
れ
ま
す
の
で
、
是
非
と
も
応

援
し
て
く
だ
さ
い
。」

（
続
い
て
本
日
の
座
長
に
瀧
山

副
理
事
長
が
指
名
さ
れ
た
。）

・
各
部
よ
り
提
案
と
報
告

資
材
部
（
堀
越
）
１０
月
末
で
目

標
の
４０
％
で
し
た
。
年
度
末
ま

で
に
は
予
算
に
近
づ
け
て
い
き

た
い
。

広
報
部
（
長
岐
）
東
タ
煉
協
報

２
３
１
号
の
説
明
。

厚

生

部
（
山

下
）
１１
月
８
日

（
金
）
に
第
７８
回
ゴ
ル
フ
会
を

行
な
い
、
２４
名
の
参
加
で
し

た
。
次
回
は
４
月
の
予
定
。

技
術
部
（
土
屋
）
１１
月
１
日
〜

３
日
に
実
施
さ
れ
た
、
技
能
士

会
主
催
の
長
崎
県
軍
艦
島
視
察

研
修
会
に
つ
い
て
の
説
明
。

事
業
部
（
狩
野
）
①
組
合
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
東
タ
煉
協
報
の
記

事
を
掲
載
す
る
件
に
つ
い
て
理

事
の
賛
否
を
問
う
た
と
こ
ろ
、

全
員
異
議
な
し
で
、
掲
載
す
る

こ
と
と
し
た
。
②
最
近
仕
事
の

依
頼
が
増
え
て
い
ま
す
。

経
理
部
（
渡
邉
尚
）
１０
月
末
の

収
支
決
算
は
ほ
ぼ
プ
ラ
ス
マ
イ

ナ
ス
ゼ
ロ
の
見
込
み
で
す
。

総
務
部
（
葭
原
）
①
事
務
局
の

年
末
年
始
の
休
暇
は
１２
月
２８
日

（
土
）
〜
１
月
５
日
（
日
）
ま

で
と
し
ま
す
。
②
合
同
会
議
は

１
月
１４
日
（
火
）
で
す
。

・
各
支
部
よ
り
の
提
案
と
報
告

文
京
（
中
川
）
１０
月
２６
日
に
支

部
会
を
行
な
い
ま
し
た
。
次
回

は
１２
月
２０
日
に
新
宿
杉
並
支
部

と
合
同
で
忘
年
会
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

新
宿
杉
並
（
綾
井
）
８
月
２９
日

に
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
に
て
暑
気

払
い
を
兼
ね
て
支
部
会
を
行
な

い
ま
し
た
。
１２
月
２０
日
に
は
忘

年
会
を
文
京
支
部
と
合
同
で
行

な
い
ま
す
。

品
川
大
田
（
松
本
）
１０
月
１６
日

に
支
部
会
を
行
な
い
、
８
名
の

参
加
で
し
た
。
１２
月
５
日
に
忘

年
会
を
行
な
い
ま
す
。

豊
島
（
加
藤
）
１０
月
１７
日
に
支

部
会
を
行
な
い
ま
し
た
。
今
月

は
１１
月
１９
日
に
行
な
い
ま
す
。

忘
年
会
は
練
馬
板
橋
支
部
と
合

同
で
行
な
い
ま
す
。

練
馬
板
橋
（
伊
藤
）
１０
月
１８
日

に
支
部
会
を
行
な
い
ま
し
た
。

忘
年
会
は
豊
島
支
部
と
合
同
で

行
な
う
予
定
で
す
。

北
（
小
林
）
１１
月
２２
日
に
支
部

会
を
行
な
い
ま
す
。

足
立
（
佐
藤
）
１０
月
１９
日
に
支

部
会
を
行
な
い
ま
し
た
。
次
回

は
１２
月
１９
日
に
忘
年
会
を
兼
ね

て
行
な
い
ま
す
。

（
終
了
）

顧
問
に
も
出
席
い
た
だ
き

今
年
最
後
の
合
同
会
議
を
開
催

第
４
回
理
事
・
支
部
長
合
同
会
議

東
タ
協
か
ら
㈱
陶
秀
さ
ん
へ
技

能
五
輪
出
場
の
支
援
金
を
贈
呈

タタイイルル工工事事需需要要喚喚起起キキャャンンペペーーンン 東京都中小企業
技能人材育成大賞��東京都タイル煉瓦工事工業協

同組合はタイル工事の需要喚
起と適正価格（値戻し）のた
めに努力します。

原田左官工業所が
人材育成大賞知事賞を受賞

東
京
都
で
は
、
技
能
者
の
育

成
と
技
能
継
承
に
取
り
組
ん
で

い
る
都
内
の
中
小
企
業
等
で
、

特
に
成
果
を
上
げ
た
中
小
企
業

を
「
東
京
都
中
小
企
業
技
能
人

材
育
成
大
賞
知
事
賞
」
と
し
て

表
彰
し
て
い
る
。
第
１０
回
と
な

る
平
成
２５
年
度
の
受
賞
企
業
が

昨
年
１１
月
に
発
表
さ
れ
、
大
賞

（
建
設
・
建
築
部
門
）
に
㈲
原

田
左
官
工
業
所
が
輝
い
た
。

１１
月
１５
日
に
は
平
成
２５
年
度

「
東
京
都
優
秀
技
能
者
等
表
彰

式
」
に
お
い
て
、
都
知
事
よ
り

賞
状
が
贈
ら
れ
た
。

今
回
の
大
賞
受
賞
の
審
査
の

ポ
イ
ン
ト
は
、
次
の
よ
う
な
点

が
評
価
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。

◆
人
材
育
成
に
関
す
る
基
本
的

要
素
（
人
材
育
成
方
針
、
職
人

育
成
シ
ス
テ
ム
、
各
部
門
の
職

務
レ
ベ
ル
が
わ
か
る
評
価
基

準
）

◆
技
能
者
の
能
力
開
発
の
取
組

み
（
技
能
検
定
試
験
受
検
、
社

内
講
習
会
、
外
部
技
術
講
習
会

の
受
講
な
ど
の
会
社
に
よ
る
費

用
負
担
や
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
）

◆
技
能
者
の
処
遇
、
地
位
向
上

へ
の
取
組
み

◆
地
域
・
社
会
的
貢
献
や
そ
の

他
の
人
材
育
成
へ
の
取
組
み

東
タ
協
平
成
２６
年
新
年
賀
詞
交
歓
会

日
時

１
月
２３
日
（
木
）

午
後
５
時
３０
分
受
付
、
６
時
開
宴

場
所

中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
（
中
野
）

（
�
０
３・

３
３
８
８・

１
１
６
６
）

会
費

組
合
員
お
一
人
様

八
千
円

※
奮
っ
て
ご
参
加
を
�

１．タイルは住環境を豊かにします。
２．高品質確保のために適正価格を求め

ます。

大
賞
を
受
賞
し
た
原
田
宗
亮

社
長
（
東
京
マ
イ
ス
タ
ー
の

表
彰
を
受
け
た
桑
原
氏
と
と

も
に
）

（４）平成２６年１月１５日東 タ 煉 協 報第２３２号


